FUN project　第三日目　講演会開催報告
≪講演概要≫

Fun project企画講演会の第三日目は、WFP（世界食糧計画）上級調整官民間協力担当の工藤絵理氏、ILO（国際労働機関）駐日代表の長谷川真一氏に講演を行っていただきました。
＜WFP工藤絵理氏＞
　WFP工藤絵理氏からご講演をして頂きました。様々な質問を投げかけながら、学生との対話を軸に講演を進めていく様子がとても印象的でした。「今、どれくらいの時間に１人が飢餓で命を落としていると思いますか？」という問いかけをなさった後、教えて下さった答えは「６秒に１人」。正直、言葉が出ませんでした。それだけではなく、飢餓は未だに死亡原因の第一位を占めているという事や、世界中では１０億もの人が飢餓に苦しんでいるのだという現実を語ってくださり、改めて飢餓問題の深刻さを思い知らされました。

　しかし、食糧は決して不足している訳ではなく、むしろ日本を始めとする先進国では大量の食糧が余って捨てられているという現状があります。それならば、その食糧を発展途上国に送ればいいではなないか、と多くの人は考えがちです。しかしその国にはその国独特の食文化もある上、約２ヵ月間の船での輸送に耐えられる食糧は必然的に限られてきてしまうのです。そういった問題を考慮しながら活動をしたり、発展途上国の人々が今後WFPの援助無しに生活出来るようにする事を目的として尽力したりする姿には心を動かされました。

　「私達の夢は、私達なんかいらない、と言われる事」という工藤氏の言葉は、非常に重みが感じられ、講演を聴きに来ていた学生１人１人の心にも深く刻まれた事と思います。
＜ILOの長谷川真一氏＞
　ILOの長谷川真一氏からご講演をして頂きました。ILOは国際連合初の専門機関であり、その歴史は１９１９年にまで遡ります。初期の設立動機は①人道的なもの②政治的なもの③経済的なものであり、戦後の社会復興に大きく貢献してきました。

さて、労働問題を考える際に、やはり真っ先に思いつくのが児童労働の問題です。今回の講演も児童労働問題に対する取り組みをメイントピックに挙げて進めてくださりました。世界中の子供の７人に１人が児童労働をしているという事、その一番の原因となるのが貧困である事、教育機会が失われて悪循環に陥ってしまうから児童労働は無くしていかねばならないのだという事、その為にILOはILO条約を定めてその減少に向けて尽力している事などを簡潔且つ丁寧にお話して下さった長谷川氏。その姿には、工藤氏と同様熱い想いがこめられていたように感じます。
　長谷川氏はILOに就職前、労働省にお勤めされていたり、海外で勤務をされていたりと、非常に様々なフィールドで経験を積んでいらっしゃいます。長谷川氏の「やれる機会があるならば、とりあえず何でもやってみよ！」というメッセージには強い説得力がありました。
　今回の講演で二人の講師の方々は、世界で働く事の難しさを感じつつも、それに匹敵する位の充実感があるという事を教えて下さいました。
今後も各所でWFP、ILO共に様々なイベントを行われるそうです。ぜひ皆様も積極的に参加し、視野を広げてみてはいかがでしょうか。

